
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国

務

大

臣 

青 

木 

幹 

雄 

平

成

十

二

年

一

月

十

八

日

受

領 
答

弁

第

一

二

号 

      

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
専
門
学
校
に
於
け
る
外
国
人
教
員
に
対
す
る
大
量
解
雇
・
権
利
侵
害
事
件
に
関
す
る
質
問
に 

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
六
第
一
二
号 

平
成
十
二
年
一
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

 



 

一
の
（
二
）
に
つ
い
て 

一
の
（
一
）
に
つ
い
て 

学
園
の
所
轄
庁
は
、
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
四
条
に
基
づ
き
東
京
都
知
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
東
京
都
に
お
い
て
、
学
園
に
対
し
東
京
外
語
専
門
学
校
の
適
正
な
管
理
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
必
要
に
応
じ
て
具
体

的
な
指
導
等
を
行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
政
府
に
お
い
て
、
東
京
都
か
ら
は
、
学
園
に
対
し
て
必
要
な
指
導
等
が
行

わ
れ
て
き
た
と
聴
い
て
お
り
、
東
京
都
を
指
導
し
て
い
な
い
。 

学
校
法
人
東
京
国
際
学
園
（
以
下
「
学
園
」
と
い
う
。
）
の
設
置
す
る
東
京
外
語
専
門
学
校
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二 

 
 

十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
八
十
二
条
の
十
一
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
四
条
に
基
づ
き
東
京
都
知
事
の

所
管
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
東
京
都
か
ら
は
、
健
全
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
同
専
門
学
校
に
対
し
て
必
要

に
応
じ
指
導
等
が
行
わ
れ
て
き
た
と
聴
い
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
東
京
都
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
適
切
な
指

導
等
が
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
専
門
学
校
に
於
け
る
外
国
人
教
員
に
対
す
る
大
量
解
雇
・
権
利
侵
害
事
件
に
関 

一 

 



 

二
の
（
二
）
に
つ
い
て 

二
の
（
一
）
に
つ
い
て 

な
お
、
東
京
国
際
福
祉
専
門
学
校
に
お
け
る
介
護
福
祉
士
の
養
成
に
つ
い
て
は
、
支
障
は
生
じ
て
い
な
い
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。 

厚
生
省
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
三
月
十
九
日
付
け
で
、
学
園
の
設
置
す
る
東
京
国
際
福
祉
専
門
学
校
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
三
十
九
条
及
び
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
職
業
能

力
開
発
校
等
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
介
護 

 
 

福
祉
士
養
成
施
設
の
指
定
を
行
っ
た
。
御
指
摘
の
東
京
外
語
専
門
学
校
に
お
け
る
教
員
の
解
雇
に
つ
い
て
は
、
当
該
解
雇
さ

れ
た
教
員
の
属
す
る
労
働
組
合
の
要
請
を
通
じ
て
承
知
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
労
使
双
方
の
話
合
い
に
よ
っ
て
紛
争
解

決
の
方
途
が
見
い
だ
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
事
態
の
推
移
を
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

一
の
（
二
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
学
園
の
所
轄
庁
は
東
京
都
知
事
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
学
園
の
財
務
状
況
を
把

握
す
る
立
場
に
な
く
、
東
京
都
か
ら
も
御
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
は
聴
い
て
い
な
い
。 

な
お
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
に
お
い
て
、
毎
年
度
、
規
則
第
八
条
に
基
づ
き
、
学
年
別
学
生
数
、

二 

 



 

 

三 

教
育
実
施
状
況
の
概
要
等
の
報
告
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

御
指
摘
の
要
請
書
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
教
職
員
組
合
等
か
ら
政
府
に
対
し
て
送
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
各
要
請

書
に
対
し
て
回
答
は
し
て
い
な
い
。 

政
府
と
し
て
は
、
本
件
労
働
争
議
が
、
東
京
地
方
裁
判
所
及
び
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
に
係
属
中
の
問
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
と
か
く
の
見
解
を
述
べ
る
べ
き
立
場
に
な
い
が
、
労
使
双
方
の
話
合
い
に
よ
っ
て
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
方
途
が
見

い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
な
お
事
態
の
推
移
を
見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


